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第 11回深井保健科学研究所コロキウムシンポジウム

“開かれた社会”における口腔保健・健康増進の展開
Perspectives on oral health and health promotion in the new open society

シンポジウム Ⅰ「歯の喪失をどう防ぐか−リスクファクターへのアプローチ」

１．深井　穫博（深井保健科学研究所）：シンポジウムの趣旨

２．花田　信弘（鶴見大学歯学部）：カリエスフリー社会における歯の喪失リスクをどう考えるか

３．深井　穫博（深井保健科学研究所）：歯の喪失の自然史を考える

４．吉野　浩一（横浜銀行）：歯数は歯の喪失のリスクファクターの一つである

５．相田　　潤（東北大学）：歯の喪失防止における社会的決定要因へのアプローチ

６．仙波伊知郎（鹿児島大学）：歯の周囲組織の加齢的変化

シンポジウム Ⅱ「国民皆保険達成 50 年：歯科医療・口腔保健の新たなチャレンジ」

１．深井　穫博（深井保健科学研究所）：シンポジウムの趣旨

２．安藤　雄一（国立保健医療科学院）：日本の口腔保健 50年　At-a-glance

３．恒石美登里（日本歯科総合研究機構）：わが国の歯科医療費の 50年間の推移

４．瀧口　　徹（新潟医療福祉大学）：保健と医療のベストミックスへのチャレンジ
−「歯科口腔保健法に基づく優先順位の高い施策研究班」の概要と意義

５．上野　尚雄（国立がん研究センター），大田洋二郎（静岡県立静岡がんセンター）：
NCDsと口腔保健−がん治療における医科歯科連携最前線

６．神原　正樹（大阪歯科大学）：なぜ日本人の口腔内は改善されたのか、これからのチャレンジは何か

蘆主催：深井保健科学研究所　蘆日程：2012年7月15日（日）10時15分受付　11時15分開会
蘆会場：東京国際フォーラム　ガラスホール棟6階　G602
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